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散を越えると共存状態がなくなる (図1参照)｡ この臨界分散性平均粒径を1として､0.004 (標
準偏差でいうと､平均粒径の 6.6%)である｡この値以下では相や相転移の様子は分散に敏感で
あるのに対し､この値以上では鈍感である｡
この臨界分散は､粉粒休の分散としては小さいものである.このため､単分散モデルで行なっ
た粉粒体の理論解析は実際の運動とは異なった性質を示す可能性がある｡
4 おわリに
粉粒体の運動を密度により固体一流体転移をする流れとする措像は､基本的な現象と整合し､
さらに基本的な問題を解く糸口を与えると思われる｡例えばホッパーからの粉の落下では､出口
で粉が詰まるか否かが問題となるが､粉が詰まるのは出口の部分の密度が大きく固休となってし
まったためであると考えられる｡パイプの中の落下では､密度の波が生じることが知られている
が､これは密度が大きく流動性が悪い部分の上には上からの粉が積もり､下の表面からは粒子が
自由落下して密度の大きい部分から剥がれ落ちて行くためと解釈できる.パイプ中の疎密波との
類似が指摘されている現象に交通渋滞がある｡事の密度に●より流動性が著しく変化することは串
を運転する人ならば誰もが実感しているであろう.
1これは動摩擦によるエネルギー散逸だけの場合.静止摩擦もある歩合は､相対的に静止している複数の粒子を1
つの粒子とみなすかどうかを平均エネルギーで決める必要があろう｡
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現在､ここで議論した粉粒体の描像の妥当性の検証を､計算機シミュレーションを使って進
めており､粉体振動層の場合については肯定的な結果も得られつつある【3】｡
最後に､こ_の措像に基づいて粉粒体の運動を調べようとする際に､多分散なあるいは複雑な
形状をした粒子系の熱力学的な相図が必要となることを強調しておきたい｡高分子他の複雑流体
の新しい視点となることをも期待したい.
本研究にあたって､青木圭子 (静大工)､西森拓 (茨大理)両氏との粉粒体の運動に関しての議
論は有益でした｡また､本研究はネスレ科学振興会からの研究助成も受けています｡
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図 1:2次元剛休円盤系の密度-粒径分散面での相図｡横軸は密度で､粒子のない場合が0､単
分散粒子が正方格子状に並んだ密度が1となるように粒子で覆われている両横を線形にスケール
した単位をとっている｡縦軸は粒子半径の分布関数の分散を､平均粒子半径の百分率の二乗を単
位として表しているo
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